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	平成３０年度の実績に係る�　　　　　　　組織評価ヒアリング
	年度目標①　　一学科制のメリットを活かし，「グローバル」と「地域創生」を充実させた�　　　　　　　　　横断的プログラムを設ける３コース３プログラム制を平成31年度から�　　　　　　　　　実施する準備を進める。
	スライド番号 3
	年度目標②　　外国人留学生の受入れを拡大するため，大学院の秋入学等の入試制度や�　　　　　　　　　カリキュラムの見直しを行い，ドイツ・ハノーヴァー大学とのダブル・ディグリー�　　　　　　　　　プログラム（修士）を平成31年度10月入学から開始する準備を進める。
	スライド番号 5
	年度目標③　　　学部横断・分野横断型研究をさらに推進し，寄附講座をはじめとする�　　　　　　　　　　外部資金の獲得額を過去3年平均値に比して10％増加させる。
	スライド番号 7
	年度目標④　　HPやFacebookなどのSNSを活用し，高校生や保護者，高校教員などに�　　　　　　情報提供を行う。Facebookは年間180回以上掲載する。また，記者懇談会を�　　　　　　年に4回開催し，ＴＶ，新聞，ＨＰなどのメディアから農学部の教育・研究・�　　　　　　地域貢献を発信願い，過去３年間の県内出身者の入学志願者数の平均値を�　　　　　　前年度より10％増加させる。

